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かえで文庫・子どもの読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰を受賞！ 
 

 

 

 昭和50年前後、成瀬の地域はおだや

かな恩田川の流れを囲む緑豊かな田園風景から、住

宅地へと大きな変貌をとげた頃でした。当時、100

周年の歴史を持つ南第2小学校は、児童数増加に伴

い、現在の所に新築移転されることになり、その小

学校跡地をどのように活用するか、PTA で話し合い

ました。「是非、図書館に！」と言う声がありました

が、図書館は旧5ヵ村に1つずつ、南地区は金森図

書館があると、図書館の夢は叶わず地域住民のふれ

あいの場として「地域センター」の構想が出来、そ

のセンター開設準備委員会が発足しました。 

 当時、学級委員でご一緒したSさんが中心となり

積極的に準備委員会に働きかけ、子どもたちの学び

の場だった跡地に是非、1 室を子どもの文庫として

設けて欲しい、とお願いしました。 幸いにも、私

たちの願いは理解され市の協力も得て1年の準備期

間の間に文庫開設の夢をふくらませていきました。

市立図書館や地域対策課（現市民課）の方に相談に

のっていただき、文庫とは何か？ から学びました。

市内のいくつかの文庫を見学に行ったり、『子どもの

図書館』（石井桃子著）を読みながら、開設の準備を

進めていきました。書架も揃い、本は図書館から長

期団体貸し出しとして2000冊余運んでいただき、地

域の方の寄贈もありで2300冊ほどそろいました。1

冊ずつきれいにほこりをぬぐいながら書架に並べて

いく作業が楽しく、自分たちがたくさんの本に囲ま

れていることで嬉しくなったものです。 

 センター開所が昭和54年9月。文庫も26日（水）

に開室を迎えました。当日は雨でしたが、80余名の

登録があり、それからは毎週水曜日、1時30分から

は子どもたちの列ができました。理科準備室として

使われていた部屋（普通教室の半分）が文庫室とな

り、隣は教室1つ分の広い多目的フロアーでした。

水曜日毎に子どもの利用数が 100～150 名と増えつ

づけ、世話人も協力者が次々と加わり、嬉々とした

日々でした。 

 はじめは、貸し出し作業とあとの整理で追われま

したが、少し落ち着いてくると隣のフロアーで絵本

読みやおはなしをしました。まだ、ファミコンやゲ

ームもない頃で子どもたちは毎週楽しみに来て、う

れしそうに本を抱えて帰りました。地域の子どもの

近くに本のあるところがあり、顔見知りのおばさん

がいて本を手渡してくれる。そんな場所として公共

の図書館とは違った気安さもあったのでしょう。最

も、子どもにとって公立図書館は遠い所でしたが…。 

 開所1周年祭に文庫の運営費捻出のため、地域に

呼びかけ不用品を出して頂きバザーをしました。そ

の時の収益を元に、毎年秋のセンター祭りには文庫

の披露をかね喫茶室として、手作りケーキとコーヒ

ー等を出し、わずかながらもその収益金を運営に当

て、文庫の蔵書も少しずつ増やしています。お祭り

の時、はじめて文庫の存在を知り、世話人として入

って下さる人もいます。また、喫茶室の時だけ協力

して下さる人もいて地域ぐるみで文庫を支援してく
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ださるのが感じられます。センター祭りでのかえで

文庫の喫茶室は定着し、良き休憩所となっています。 

 開所から3年間ほどは文庫に毎週来てくれる子ど

もは多く、記録によると最高で1日240名の利用が

見られます。狭い部屋の本棚に子どもたちが群がり、

争うように本を手にした状況を思い出します。 

 昭和62年6月から、センターにホールの増設工事

が始まり、工事中は半年の間休館となります。文庫

はどうしよう！ 半年間も本を眠らせておく？ 本

を求める子どもたちは？ 何か続けられる方法はあ

るはず。そこで、地域対策の方たちに相談して、歩

いて 10 分ほどの小学校の空き教室を借りることに

なりました。受け入れ側の小学校も歓迎してくださ

り、校長先生自ら「かえで文庫」の看板まで用意し

てくれました。引越しは市の図書館と地域対策課で

分担して、書架と3000冊余りの本をはこんでいただ

きました。その学校では、センターとはまた違った

子どもたちと出会い放課後のひと時を楽しみました。 

また、ホールの工事終了後には文庫は隣の広い（1

教室分）ところに移設の要望を出しました。学校で

の仮住まいは12月までで63年の1月にセンターに

戻りました。昔の1教室分のフロアーを文庫として

活用することができ、土曜日も開室するようにして

現在に至っています。 

 センターホール落成記念に、当時南2小の井上武

司校長先生の講演「本を読む子に育てるには」があ

りました。「成瀬の子、かえで文庫で本好きに」と色

紙も書いてくださり、今も文庫に飾ってあります。 

 文庫の引越しはもう1度ありました。平成9年12

月から4月まセンターは館内の内装改修工事のため

休館。4 ヶ月の間どうするか？ やはり閉めておく

ことが出来ず、センターのシーズンオフ中のプール

更衣室に半分の書架と本をリヤカーで運び、移動し

ました。あおぞら学童さんのすぐ傍だったので、1、

2月の寒さも乗り切り楽しく過ごしました。 

近くに本のある場所があれば、こどもは本を手に

取り物語の中に遊ぶことができるはず。子どもと本

の架け橋になりたいものと思いながら、たいした架

け橋にはなれないまま、月日だけが過ぎてしまった

ような気がしています。 

私が子どもだった頃は東京の空襲から逃れ、辿り

着いた片田舎には本屋さんはもとより学校は歩いて

2 里のところ。放課後は子守っこをしながら読むも

のを探していたような時代でした。 

縁あって文庫に関われたのは、長年憧れていたも

のに近づけた気分。本に囲まれているだけでも幸せ

でした。自分の子育ての時とはまた違った様々な本

に出会い、それを子どもたちと1冊ずつ読み、楽し

んでいきたいという思いで文庫に携わってきました。

気が付いてみれば27年目、最初からずっと続けてい

られたことに感謝したい思いです。途中で転居やお

仕事で、やむなく文庫の世話人をおりられた方には

申し訳ないようです。文庫の仲間たちは力まずいつ

もさりげなく、携わっています。決して本が好き！

と言う人ばかりではありません。でも、文庫が好き

な人たちです。今度の文部科学大臣表彰の＜こども

の読書活動優秀実践団体＞には少し戸惑いを持って

いますが、地域全体にはとてもありがたいことだと

思っています。 

 地域の子どもたちも、毎回くる人、1回 2 回で来

られなくなる人と様々です。短い子ども時代を近く

の文庫でたくさんの本に出会い、地域の人たちに出

会えたことがいつかその人の1つの光になってくれ

るかもしれない。本の世界は夢、力、友を与えてく

れます。文庫を利用して嬉しそうにたくさんの本を

かかえていた人たちの姿が思い出されます。 

 時代が変わり、子どもたちを取り巻く状況もずい

ぶん変わって来ました。文庫に来る子も少なくなっ

てきました。本はたくさんあって誘いかけているの

に、手に取られずほこりを被っていたりします。子

どもたちに手渡したいのに思うようにはいかない。

文庫は本を読むだけ、借りるだけではなく子どもた

ちは様々な物を求めてくるようです。いつも、一人
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で黙って過ごしていく子がやっと、ぽつりぽつり話

すようになったり、いつも虫やらとかげやらを大事

そうに持ってきて、本は虫関係ばかりと言う子が「毎

日文庫を開いて！おねがい！」と叫ぶ。 

 そんな文庫をやはりいつまでも大事に思って、地

域のおばさんたちは本に囲まれながら、子どもたち

の来るのを待っています。 

          （いとう しずこ 会員）

 

「ヒロシマ ナガサキ 私たちは忘れない」 

             片岡貞子 

 

 

記事 不明 
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